
第４号様式（要綱第６条関係） 

令和８年度 第２回 藤沢市立第一中学校 学校運営協議会会議録  

開催日時  令和８年７月７日（火）１４時３０分～１６時４０分 

場  所 第一中学校 会議室１ 

               次回開催予定 令和８年９月９日（水）１５時００分～ 

                            場 所    第一中学校 会議室１ 

出

席

委

員

等 

福岡 正仁（会長／第一中学校ＰＴＡ会長） 
市川 明美（副会長／第一中学校校長） 
尾﨑 誠 （湘南工科大学准教授／元学校評議員） 
栃本 親 （たまじゃり応援団会議会長） 
北井 淳一（前第一中学校校長） 
伴  瑞穂（元 PTA役員） 
橋本 幸直（本校学区管轄 藤沢市民センター長）    
安岡 正広（本校地域コーディネーター） 
中山 育美（第一中学校 1学年主任） 
太田 雄介（第一中学校２学年主任） 
池田 太理（第一中学校３学年主任） 
出席委員：１１名（欠席委員：２名   田邊委員、久保田教頭） 

事務局 ：遠藤 冬実、（第一中学校 教諭）、手島 淑子（第一中学校 教務主任） 

傍聴人数：０名 

次

第 

１．開会 

２．授業見学 

３．議題 

（１）各学年の課題について 

  ・学年経営方針と現在への課題について 

（２）いちゅまるーむの運営について 

（３）グループ別協議 

４．その他 今年度の会議日程（予定） 

５．閉会 

 

協

議 

内

容 

３．（１）各学年の課題について 

・学年主任より学年経営の方針や現状 

（２）いちゅまるーむについて 

 ・運営の状況と現在の課題についてできるかぎりコミュニケーションの場をひろげていきたい

が、場所・人材の確保が現在の課題である。 

（３）グループ別協議 

 Aグループ：一人体制で見ていただいているが、様々な方々にお願いできるのではないか。（地

域等）登録制で複数対応できるとよい。地域と学校とのつながり、地域との関わ

りが増えるためにも地域の方にお願いできることがあればお願いしたい。ワーク

ショップ等を開けると子どもたちの成長につながるか。 

 B グループ：PC 室が現在少人数教室になっているが今後活用できないか。入口を工夫すること

が必要。できるなら毎日開き、いろいろな大人がかかわれると良い。 

 C グループ：人材バンクのように登録制にすると登録者が増えるのではないか。ワークショッ

プ等で子どもの居場所になると良い。見守りボランティアにはどのような規定が

あるか確認が必要。 

 委員：小学校で「ミシンボランティア」として授業のサポート、プールの見学見守りなど徐々 

に動き始めている。 

委員：毎日開ける、ワークショップなどできることを実現させていきたい。植物を育てたり様々 

な体験をさせていけるよう、より具体を検討していきたい。なるべく複数体制で実施で 

き地域の方に関わっていただけるように今後も話を進めていきたいきたい。 

  委員：他校の学校運営協議会との情報交換や意見交流があることでどのようの活動をしている 

かを知ると取り組みの幅が広がるのではないか。 

  副会長：運営協議会の内容を周知させていくことが必要だと感じている。 

  委員：他校の会議の情報交換もしていくと具体を考えられるのではないか。 

    委員：今年度中に実施に向けて考えていけると良い。 

（その他）今年度の会議日程等 

                                    以 上  


